
班惰常勝欝怒
図版4　〈南部I遺跡〉　平成9年度調査　25・27．CT3遺構検出状況　平成10年度調査　26・AT20遺構検出状況

28．AT36遺構検出状況　29・30．AT37遺構検出状況　31．T39遺構検出状況　32．T41遺構検出状況
33・34．熊野社石造物



図版5　〈南部I遺跡〉　平成10年度調査35・BT17北壁層序36・BT38遺構検出状況37・BT38石組井戸検出状況
38．BT40石組井戸検出状況39．BT38遺物出土状況40・41・BT60遺物出土状況42・BT60遺構検出状況
43．BT64遺物出土状況　44．BT66遺構検出状況　45・BT79遺構検出状況



図版6　〈南部I遺跡〉　平成10年度調査　46．BT66遺構検出状況　47．BT79遺構検出状況　48．BT87遺構検出状況
49．CTlO遺構検出状況　50．CT17遺構検出状況　51．CT25遺構検出状況　52．CT26遺構検出状況
53．CT27遺構検出状況





図版8　〈南部I遺跡〉　平成10年度調査　63．DTl（北から）64．DT2（南から）65．DT2SI17付近（北から）
66．DTISD24、SP18・19　67．DTISPOl・02・03・04　68．DTISP20・2169．DTISP23　70．DTl西壁柱穴
71．DT2SI17



図版9　〈南部I追跡〉　平成10年度調査　72．DT2旧河道層序　73．DT2SKll・12　74・DT2SK13　75・DT2SK15
〈南部Ⅱ遺跡〉　平成11年度調査　76．T46（西より）77・78・T46遺構検出状況　79・T47遺構検出状況
80・81．T58遺構検出状況
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上吉川I遺跡
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図版11出土遺物（7は1／6、19は1／3、その他は1／2）



南部I遺跡　弥生北部
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図版12　出土遺物（47・71・98は1／6、54・55・77は1／4、その他は1／3）
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南部工遺跡　弥生中央部
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図版13　出土遺物（160・188・190は1／4、その他は1／3）
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南部I遺跡　弥生南部
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図版14　出土遺物（234は1／8、261は1／6、その他は1／3）
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図版15　出土遺物（1／2）
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南部I遺跡　古代北部
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図版16　出土遺物（345は1／4、282・283・295・306・320・321は1／3、その他は1／2）

膿
饗
膠
3
7
0



南部工遺跡 古代中央曽

南部I遺跡　古代南部

図版17　出土遺物（408は1／6、380・390・391・396・405は1／3、その他は1／2）
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南部工遺跡　中近世北部
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図版13　出土遣物（1／2）



南部Ⅱ遺跡

図版19　出土遺物（1／2）



南部I遺跡　Dトレンチ
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図版20　出土遺物（491は1／3、その他は1／2）
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千里C遺跡

図版21出土遺物（1／2）
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ふ　 り　が な

所収遺跡名

‘ふ りが な

所 在 地

コ　ー　 ド
北　 緯 東　 経 調査原 因

市町村 遺跡番号

にし　よ　かわ　い　せき
西余川遺跡

にし　よ　かわ
西余川 016362 138 360　37′　59〝 1370　09′　00〝

県営担 い手育成

基盤整備事業 に

係 る分布 ・試掘

調査

かみよしかわいち　い　せき
上吉川 I 遺跡

かみよしかわ
上吉 川 016362 137 360　38′10〝 1370　08′　29〝

なんぶいち　いせき
南部 I 遺跡

や　ん　ど
熊野道 外 0163‘62 129 360　37′　4 5〝 1370　08′　35〝

なんぶ　に　いせき
南部 Ⅱ遺跡

しま　だ
島田・ 016362 15 1 360 ・37′　44〝 1370　08′17〝

ち　さとえーいせき
千里 A 遺跡

ち　さと
千里 0 16362 047 360　37′　47〝 1370　07′　50〝

ち　さとび－いせき
千里 B 遺跡

ち　さと
千里 0 16362 048 3 60　37′　34〝 1370　07′　39〝

ち　さとし－いせき
千里 C 遺跡

ち　さと
千里 0 16362 04 9 360　40′　03〝 1370 10′　25〝

ち　さとで－いせき
千里 D 遺跡

ち　さと
千里 01636 2 14 2 360　37′　32〝 137 0　07′　50〝

ち　さとい－いせき
千 里 E 遺跡

ち　さと
千里 016362 14 3 360　37′　27〝 1370　08′　0 2〝

ふ　り　が な
所収遺跡名

種 別 主な時代 主な遺構 遺　　　 物 特記事項

にし　よ　かわ　いせき
西余川遺跡 散布地 近世 なし

須恵器、古代土師器、越中瀬戸、伊
万里、近世陶磁器

遺跡消失

かみよしかわいち　いせき
上吉川 I 遺跡 集落・散布地

縄文、弥生、古代、

中世、近世

縄文晩期：土坑
弥生終末：溝、土坑
古代：溝
中近世：溝、土坑、ピット

縄文土器、弥生土器、木製品、古代
土師器、須恵器、珠洲、青磁、瀬戸
美濃、漆器、瓦器、越中瀬戸、伊万
里、近世陶磁器

なんぶいち　い　せき南部I遺跡 集落・散布地弥生、古墳、奈良、平安、中世、近世

弥生終末～古墳初：竪穴住居、溝、土坑、ピット古代：竪穴住居、溝、土坑、ピット中世：溝、土坑、ピット、井戸

弥生土器、古式土師器、古代土師器、須恵器、製塩土器、掃羽ロ、鉄棒、土錘、中世土師器、珠洲、青磁、白磁、土鈴、越前、瀬戸美濃、瓦器、越中瀬戸、伊万里、八尾、唐津、木製品、鉄製品、石臼、五輪塔、板碑、近世陶磁器

書

なんぶ　に　いせき
南部 Ⅱ遺跡 集落 中世

中世 ：溝、土坑、ピット、集
石遺構

中世土師器、珠洲、青磁、瀬戸美濃

ち　さとえーいせき
千里 A 遺跡 散布地 中世、近世 なし 越中瀬戸、銅銭 遺跡消失

ち　さとび－いせき
千里 B 遺跡 散布地 古代、中世、近世 調査部分では無

土師質土器、越中瀬戸、近世陶磁
器

ち　さとし－い　せき
千里 C 遺跡 集落・散布地 弥生、中世、近世 弥生中期 ：．土坑、ピット

弥生土器、須恵器、珠洲、瀬戸美濃、
越中瀬戸

ち　さとで－いせき
千里 D 遺跡 集落？・散布地 古代、中世、近世 中世：溝

中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、瓦器、
伊万里、越中瀬戸、近世陶磁器、五
輪塔

ち　さとい－いせき
千里 E 遺跡 集落・散布地 中世、古代、近世 古代・中世：溝、土坑、ピット

須恵器、古代土師器、中世土師器、
珠洲、白磁、八尾、瀬戸美濃、越中
瀬戸、伊万里、丸山、銅銭、近世陶
磁器

※主な時代については、試掘調査の結果消失した遺跡の場合、採集遺物の主な時代を記述している。

遺物については、分布調査と試掘調査で採集・出土したものをまとめて記述している。
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